
6. 企業連携

両輪

本機構は、企業との共同教育を行っており、46社の企業が、エキスパートレベルの応用実践系科目において、講義を担当しています。
これらの講義は、基盤系科目の理論的な内容とは異なり、産業界の各分野におけるDS・AI技術の考え方や活用、また、企業におけるDS・
AIの実装など、応用・実践的な知識や技術を学ぶプログラムです。その領域も金融系、素材系、製薬系、IT系、建築系、電子機器系、
重工業系、自動車系など、幅広い分野に渡っています。いずれの講義も、第一線で活躍している研究者・技術者たちが、世の中の激しい変化
を生き抜く視点で講義を担当しています。コロナ禍で、オンラインでの講義を続けていましたが、2024年度からは対面の講義が中心と
なり、2025年度はグループワーク形式や簡単なプログラミングなども取り入れたハンズオン・インタラクティブな授業も増えてきて
います。

本機構では、本学による高度情報技術の「基盤教育」に加え、企業に参画・連携して頂くことにより、実課題に対応でき、実社会で活躍
できる高度な”データサイエンス・AI人材”を育成しています。大学と企業の共同教育により、講義「応用実践データサイエンス・AI」、
学生と企業の意見交換会「DS&AIフォーラム」、そして学生が企業の現場で実践する「DS・AIインターンシップ」という一連の流れが整備
されています。

6.1. 企業の研究者や技術者による講義

・なるべく身近な事柄や、若年層から関心レベルの高いトレンド等と関連付けて説明するように心がけた。

・業界の特徴や課題から入ることで、全体像が理解でき、興味を持ってもらえるように留意した。

・なるべく具体的な事例を出し、ものづくりとデジタル技術の関連について、イメージがわきやすいようにしている。

・課題では、単に知識を問うものではなく、講義内容を踏まえて演繹的な思考力を問う内容を設定している。

・簡単な課題を投げかけて学生の考えについて議論するような機会も設けたい。

講義担当者からのコメント

・実社会でどのようにデータサイエンス・AIが応用されているかがわかり、データサイエンス・AIを利用する際の考え方が
 身についた。

・様々なビジネス分野で実用化に用いられていることを知り、自発的にデータサイエンス・AIを勉強するモチベーションを高める
 ことができた。

・コーディングは勉強しないので実務能力は向上しなかったが、データサイエンス・AIの使い方が、様々な企業から学べたので、
 新しい視点を複数得られた。

受講生からのコメント
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講義の感想や
理解度

本学による高度情報技術の「基盤教育」に加え、企業に参画・連携
して頂くことにより、実課題に対応でき、実社会で活躍できる
高度な“データサイエンス・AI人材”を育成

・大学院修士課程
・大学院博士後期課程
・一部の学士課程

データから新しい価値を
創出し、ビジネス課題に
答えを出す力を修得

データサイエンス・AIを活用した製品や
サービスへの実装および社会的課題解
決事例等を教示

理論だけでなく、様々な視点での
新たな取り組みや課題解決ができる
“実践的データサイエンティスト”と
して社会に参加する　

6.2. DS&AIフォーラム

6.3. 大学院向け「DS・AIインターンシップ」

6.4. 企業との情報交換会

受講生たちの将来のキャリア設計に役立ててもらうことを目的
として、年に２回、受講生とDS・AI全学教育プログラム連携企業が
直接交流できる意見交換会「DS＆AIフォーラム」を開催してい
ます。2025年度は、5月28日と11月28日に対面で行い、計55社
の企業が参加しました。まずは各企業から自社の紹介をして頂き、
次に個社ブースに分かれて、各企業と受講生のセッションを行い、
対話型の交流が生まれました。受講者からは「企業の現場で実際
に使われるDS・AIを知る良い機会だった」「学内に広く告知し、
より多くの学生に参加できるようにすると良いと思う」などの声が
聞かれました。
また、「DS＆AIフォーラム」では、インターンシップ科目に参加
する企業から実習コースの案内も行いました。

本機構は、企業からの教育プログラム提供
（チュートリアル型の講義）に加え、2024年度
からは新たに学生が講義で学んだことを各
企業の研究開発の現場へ行って実践すること
ができる単位付与型のDS・AIインターンシップ
科目を開設しました。

企業との協力体制を常に改善し続けることを目的として、連携企業との情報交換の場を設けています。2026年2月27日に、大学と
企業、企業同士が対面で意見交換のできる企業情報交換会を行い、今年度の講義を振り返り、学生の関心を高める工夫や理解を深める
方法など、参加企業のノウハウを共有しました。また、本機構の市川類特任教授より、「何故、日本はDX・AIが進まないのか～比較分析を
踏まえた今後の企業戦略の方向～」のミニ講演会を実施しました。最後に2025年度より開設された社会人共創教育プログラム（後述）
について、企業同士の意見交換会を行いました。

東京科学大学学生（修士・博士後期課程）

企業と大学の共同教育による社会的課題解決型の
共創型エキスパート人材育成
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社会人共創教育プログラム 日刊工業新聞記事  
（2025年11月14日）

7. 広報活動

7.1. 第4回DS・AIセミナー「AIは鉄道ダイヤを作れるか？ 
 ‒ その難しさと研究開発の現状」

・ 普段何気なく使っている電車の裏側に、見えない苦労や研究がされた上で、現在の仕組みが成り立ってきたのだと驚かされた。
 人間がコンピュータ・機械をサポートする時代になるという展開が実に興味深かった。AIにどこまで代替をさせ、逆に人間がどこ
 までを仕事をやり続けるのかというのは今後も議論になるだろうと思った。
・ AIを活用することに関して、人間との能力の差、方向性の違いを考えるだけでなく、人間と今までの知恵の積み重ねとの協力関係
 として考えることができ、今まで人の力で積み上げてきたからこそAIの活用方法は今後さらに広がるのではないかと思いました。

参加者の声

・AIとの融合によるロボット制御の最新の状況を理解できた。
・実験の自動化システムが理解できる言語と人間の自然言語の間を橋渡しする言語の話にとても興味を持ちました。

参加者の声

2025年8月27日（水）13:30～14:30、第4回DS・AIセミナー「AIは鉄道ダイヤを作れるか？ ‒ その難しさ
と研究開発の現状」を、オンライン（Zoom）にて開催しました。
データサイエンス・AI全学教育機構の富井規雄特任教授が、世界一正確といわれる日本の鉄道について、
その列車ダイヤには、いかに複雑な背景があり、多様な事情を考慮して作成されているか、そして、この
分野にAIを活用できる可能性などについて、最新の研究動向、海外の事情に触れながら、様々なエピソード
を交えて、わかりやすく解説しました。
本セミナーは、東京科学大学の学生、教職員にとどまらず、大変多くの企業からも参加をいただき、参加者
は319名に上りました。

本機構では、学生への授業や社会人共創教育プログラムなどを通した教育を行うのみでなく、DS・AIセミナーやオープンキャンパス
説明会など、より開かれたイベントも開催し、1人でも多くの方々に、データサイエンス・AIに興味を持ってもらう取り組みを行っています。

7.2. 第5回DS・AIセミナー「AIと自動実験ロボットで科学研究を加速する」
2025年11月7日（金）お昼休みの時間に、大岡山キャンパスTaki Plaza地下2階イベントスペースにて、
第5回DS・AIセミナー「AIと自動実験ロボットで科学研究を加速する」を開催しました。
東京科学大学総合研究院難治疾患研究所の吉川成輝助教が、AIと実験用ロボットを組み合わせて研究
を自動化するself-driving laboratory (SDL) について、講演を行いました。理工学系・医歯学系の学士
課程から博士後期課程までの学生、また他大学生や企業の方からも多くの関心を集め、現地参加31名、
Zoomウェビナーでのオンライン参加88名に上りました。
質疑応答では、沢山の質問が上がり、セミナー本会終了後にも、吉川助教に直接話を聞きに行くなど、
大変盛り上がった雰囲気となりました。

6.5. 社会人共創教育プログラム

共創グループワークでは、学生の「未来からの新しい視点」、企業の「リアル社会からの視点」、教員の「アカデミアからの専門的視点」
が交差することで、従来の枠を超えた発想や知見が創出されます。さらに、密度の高い議論や協働を通じて、継続的な連携や共同研究へ
とつながる関係構築も期待されます。
この共創グループワークは2025年11月と2026年2月に開催されましたが、実際に参加した学生たちからは、「挑戦したことのない
課題に取り組む機会が多く、学びが大きく楽しかった」「AIを社会課題に適用していく過程を体験できた」「企業課題に取り組む中で、
難しさとワクワクの両方を感じた」「企業の方や教員と共に取り組む経験は非常に新鮮
で面白かった」といった声が寄せられました。
また参加企業の方々からも、「幅広い年次の学生や教員と議論しながらチームで
進められたことが有意義だった」「学生の課題解決能力や積極性に刺激を受けた」
「正解のない課題に学生や先生方と取り組めたことにとても価値を感じた」との評価が
得られています。

本機構では、データサイエンス・AI分野における人材育成と、産学連携による新たな価値創出を目的として会員企業向けに「社会人
共創教育プログラム」を2025年11月に開設しました。
近年、企業においてはデータサイエンス・AIを体系的に学ぶ機会の不足に加え、実社会の課題に即した実践的な活用力の育成が求め

られています。また、学生とのより深い交流や、他企業との意見交換を通じた新たな視点の獲得に対する期待も高まっています。
本プログラムでは、本機構が本学の学生向けに開設する授業を「DS・AIオンデマンド講座」として受講することができ、基礎力の修得
に加えて、さらなる学びの深化を図ることができます。また、学生・企業・大学教員が一体となった「共創グループワーク」への参加により、
企業が持ち込むリアルな課題をテーマに、参加メンバーが議論を重ね、データサイエンス・AIを活用した解決策の検討や簡単なモック
アップ作成までのプロセスを実践的に体験することもできます。

グループワークの様子

データサイエンス・AI全学教育プログラムで開講される授業をオンデマンド形式で受講
できます。データサイエンスやAIの知識を幅広く体系的に修得することができます。各授業科目
は7コマ（1コマ=100分）で構成され、授業内容についてMS Formsを介して質問することがで
きます。2025年度は「基礎データサイエンス・AI」（学士課程１年次向け）、「応用基礎データ
サイエンス・AI第一」（学士課程２年次向け）、「応用基礎データサイエンス・AI第二」（学士課程
２年次向け）の３つの授業科目について提供を始めました。

6.5.1. DS・AIオンデマンド講座

6.5.2. 共創グループワーク

オンデマンド講座ウェブサイト（スマホ対応）「応用基礎データサイエンス・AI第二」授業動画
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